
























討した。マイクロ C T 撮影によって取得した歯の水平断画像を用いて、( １ ) 近遠心・頬舌径の線形
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臼歯の形態学的な分析によって検討した。マイクロ C T 撮影によって取得した歯の水平断画像を用い
て、近遠心・頬舌径の線形計測、非計測的形質の出現頻度の調査、ランドマーク法による主成分分析
等を実施したところ、いずれの分析結果からも出土ノウサギ属は現生のユキウサギとは明らかに異な
り、本州〜九州に現生するノウサギに極めて近いことが示された。本研究の結果は、最終氷期最盛期
にユキウサギの本州への南下がなかった可能性を示し、津軽海峡を越えたのは移動能力に優れる大型
の有蹄類に限られたという従来の仮説を支持するものとなった。また合わせて、研究の検討対象となっ
た標本が尻労安部洞窟を利用した旧石器時代人の猟果に由来すると考えられるため、当時の猟果を明
らかにするという人類学的な成果も得られている。
本論文は歯を用いてノウサギ属の種を定量的・客観的に同定する方法を開発し、従来の生物地理学
的な課題に１つの回答を提示した。歯を基盤とする考古学に大きく貢献することが期待され , 博士（歯
学）の学位論文として相応しいと判断する。
